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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 1 3 5 0 0 0 1 3 4 0 0 3 0
3 * 0 0 6 7 4 8 3 3 3 6 2 2 1 0
4 * 1 3 1 2 1 2 4 0 2 2 1 0 1 0
6 0 4 9 3 5 2 2 1 0 3 3 3 0 1 0
7 * 0 0 3 13 3 5 0 1 3 4 2 1 1 0
10 * 2 4 0 3 1 2 1 3 2 5 0 1 1 0
18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 * 0 0 7 14 5 5 3 5 4 9 1 3 3 2
35 0 0 3 0 4 0 0 1 0 1 1 1 4 1 1
41 0 0 1 3 5 0 0 0 3 2 5 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 21 26 58 16 24 13 16 23 39 10 11 12 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 1 0 0 2 2 0 0 0 0 2 1 0 0
11 0 0 1 4 10 0 0 1 0 7 7 0 0 1 0
15 * 0 1 12 20 1 1 4 0 3 3 2 2 1 1
30 0 0 0 1 3 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0
32 * 0 0 3 11 2 2 2 3 4 7 1 1 1 0
61 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
64 * 1 3 4 9 1 2 3 2 1 3 1 1 2 0
72 * 2 4 1 4 2 3 2 0 7 7 4 1 1 0
80 * 0 0 4 8 1 2 4 5 6 11 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 10 30 67 9 12 19 10 28 38 11 7 6 1

Team / Coach: 吉永 大樹 -
合　　　計 78

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 30.0%

-

-

44.8% 75.0%
200

0

大城 琢磨 12 31

10
室矢 大樹 8

0

34

- -

志賀 直斗 10 30
パン 文則 9 18

34

喜瀬 文利 0 11

ST MINTO AS

海部 裕也 2

根来 達也 4
三輪 遼太朗 25

REBOUND３Ｐ BS

中村 瞭太 8 25

7

芦屋大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 加賀美 伸影
合　　　計 89

0 -

200
RATE 33.3% 44.8% 66.7%

0 -
-

村井 大陸 0 21

古村 健一 9 30
右田 卓也

-

野見 悠人 6 13

辻 耀平 0 3
田邉 陸也 19 29

-
0 - -
0 - -

7 26

永塘 哲生 6 24

0 -

下田 忠至 16 12

柳原 功希 20 22

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

宇治田 健郎 6 20

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.10
同志社大学開始時間 15:00

会　　場 甲南大学

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点３ 勝ち点２試 合 ＮＯ219

89 78

敗チーム

芦屋大学

男子

戦評
【総括】
共に2勝１敗でむかえた第４戦。拮抗した好ゲームとなったが、序盤からリードを保った同志社大学が盤石の強さで
見事3勝目を手に入れた。

【第1ピリオド】
芦屋大学は#８０寵の強いポストプレイから好スタートをきり、その後#15三輪の連続得点とテンポよく得点を重ね
る。対して、同志社は#４永塘の３Pシュートや途中出場の#41野見の2本のジャンプシュートとチーム全員でバランス
よく得点する。第一ピリオド終盤、同志社は＃7古村のバスケットカウントや＃6柳原のスティールからのレイアップや
３Pシュートを成功させ、芦屋大を引き離し２６－１９と同志社７点リードで終了する。

【第2ピリオド】
開始早々、同志社は＃41野見のシュートで流れに乗り、その後速攻から＃6柳原の３Pシュートを成功させる。芦屋
大は、センターの＃80寵を３ファールで欠いている状況で、＃11中村が確率良くシュートを成功させ同志社に喰ら
いつく。しかし終盤、同志社＃10右田に３Pシュートを決められ点数差が１１点差まで開く。芦屋大は＃11中村がペイ
ントエリア内で奮闘し、このピリオド３本のシュートを決める。残り５秒、芦屋大＃64大城の鋭いドライブからファールを
誘いフリースローを獲得し、４２－３２同志社１０点リードでゲームを折り返した。

【第3ピリオド】
互いの堅い守りに序盤はなかなか得点が入らない。開始3分、芦屋の＃72志賀のバスケットカウント、さらには3P
シュートを皮切りに、芦屋大はオールコートマンツーディフェンスで応戦。芦屋大のオールコートマンツーディフェン
スにより、一気に試合のテンポがあがり、同志社は＃3下田の鋭いドライブからのアシスト等により、＃21田邉が連続
得点、また、＃6柳原のこの試合４本目となる3Pシュートが炸裂し点差を離しにかかる。一方、芦屋大＃15三輪はこ
のピリオドだけで１０得点の大活躍。６５－５９と６点差まで点差を詰め、同志社リードで３Qを終える。

【第4ピリオド】
３Qの終盤同様、得点の取り合いが続く。芦屋大は＃80寵の力強いオフェンスリバウンドから得点を沈める。一方、
同志社は＃10右田のスティールから3Pシュートを決める。第４Q開始2分、芦屋大のディフェンスの要である＃80寵
が4ファールをしてしまい、一時ベンチへ。インサイドで優位に立った同志社が＃7古村から＃21田邉へのアシストで
バスケットカウント。たまらず芦屋大はタイムアウトを要求。芦屋大はインサイドプレイヤーを欠くも、＃64大城、＃15
三輪のスティールやリバウンド、速攻により残り3分37秒で8点差まで詰め寄る。だが、インサイドの抜けた穴は大き
く、同志社は＃3下田や＃2宇治田のオフェンスリバウンドから得点を重ねていく。芦屋大は＃15三輪のスティールか
ら得点をするが、力及ばず、最後は同志社が８９－７８で勝利をおさめた。
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